給　水　協　定　書

　松前町水道事業　松前町長　田中 浩介（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　
（以下「乙」という。）は、乙が施行する開発行為等にかかる給水について、次のとおり協定する。

（給水計画）

第１条　甲は、乙が施行する次の事業にかかる給水について同意する。

（1） 事業所の名称

（2） 所在地　　伊予郡松前町大字
（3） 開発区域面積　　　　　　㎡

（4） 契約数　　　　　　　　　契約（新規加入　　　契約）

（給水施設）
第２条　乙は、当該事業の給水施設工事を実施するにあたっては、松前町水道事業給水条例及び松前町指定給水装置工事事業者規程等、水道に関する法令等を遵守するものとする。

（給水方法）

第３条　乙は、甲の所有する水道施設より分岐し、開発等の区域内に給水を受けるものとする。

（実施計画）

第４条　乙は、前条の給水施設の実施設計にあたっては、あらかじめ甲と十分協議し、その指示に従い承認を得なければならない。

（給水施設工事の着手）

第５条　当該事業の給水施設工事は、設計図書及び工事着手届、工程表、使用材料承認願を提出し、甲の承認を受けてから着手すること。

（加入金等の納入）
第６条　乙は、松前町水道事業給水条例及び松前町水道事業給水条例施行規程に基づき、着手する前に加入金（φ　　　mm）、設計審査手数料及び工事竣工検査手数料等（以下「加入金等」という。）を甲に納入しなければならない。ただし、甲が特別の事情があると認めたときはこの限りではない。

２　工事完成後φ　　　mmを変更する場合は、加入金等の差額を甲に納入する。
（工事の監督及び検査）

第７条　甲は、当該事業の給水施設工事について、監督員を定め、乙は、甲が定めた監督員の指示に従い誠実に施工しなければならない。

２　乙は、工事が竣工した場合には、速やかに甲に竣工届を提出し、竣工の検査を受けなければならない。

（維持管理の責任）

第８条　乙は、工事完成後においても、所有権の移転が完了するまでは責任をもって維持管理を行わなければならない。
（給水施設の寄付）
第９条　乙は、第７条第２項の検査に合格した給水施設（道路内に設置したφ５０mm以上）を甲に寄付するものとする。

（給水開始時期）
第10条　甲は、当該事業の給水について、第７条第２項の竣工検査及び第６条にかかる加入金等が納入された日から給水を開始する。

（かし担保）
第11条　乙は、甲に給水施設を寄付した日から、２年間はかし担保する責めを負う。

（協定書の効力）

第12条　本協定は、締結の日から２カ年以内に給水施設工事に着手しない場合は、無効とする。ただし、甲が特別の事情があると認めたときはこの限りではない。

（補則）
第13条　本協定の疑義及び本協定に定めのない事項については、甲、乙協議の上、別途定めるものとする。

　令和　　　年　　　月　　　日
甲　　愛媛県伊予郡松前町大字筒井631番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松前町水道事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松前町長　　田 中　浩 介　　　 eq \o\ac(□,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

